
か じゅ う

するときは，社平Jシートを仙川する己と を JJ;i 川としている。 1fT心 者一の氏名または IfH~; その他の lメ ~J 1j ~~ ~~ti.ジj， したものにかき'っ

(酒巻勝行) て，国主主総I)~ の 仙Jl J が認めらjしている。

かし 々 ょうふくふ・つなじこし よ りきてい 貨車用覆布 ・ なお村:" I [ を l五I~;i(総に i仏辺見Jí川す る似合ロープを必2!5と す ると

綱事故処理規程 阿古物:所イJLMdJ'lでl'Llに似}II させる 11告が きは，社イl ロープを使用することをIlítlllj としている。(荊巻勝1 ，)
いれ ' I [ Jl I の桜 11 i(γ ート)および制(ロー 7") のじー火 ・ きHlなどの かし 伊 れんけつじ ゅ んじ よ ひ ょう 貨車連結I1国序表 年11 心

事故を防 ] 1こ し，取扱を適正にして五Jl fll な ö'Úi (;;;'するために1Èめら 以において3iIPI;_の車IUえが完了した比~ftに，その芦IJ ll iの判 l成 II~ iJ i;

;!Lた 脱.f.'i\。 すなわらJ't"'I;_ を4_l紡した II~i Ji; を記入する表である。

1'�: ' 1;_ }I J!ïi イIi ・ 納につレての*h'<を爺餓， /ト }.'fí- ， 亡夫，き引， ι の l't Jl i iili結 IlIiil i;決によってその114指針l'ドの組成内容と状態

lit~~'([-.州通知l t!?およ び扱jÆ;いの 7 邸主iiに分史ii し，これらの市放 を知ることができるのであり， 貨 ' I [集計;}Jの良存を町f認するた

が先生したi場合には，一見~Jlli送品の '1 [放と I"IH，にその 1í，(!J4を訓 めのi.'i料であるとともに，貨物手IW*lll&:の改宍泊料と して{史 JI I

1まし τn 放 l!i'j J I:対策 を lirVi:じている。 されている。ただし]民扱 'I;_数の少ない正11点以では11 杓 l'縦約を

Th~または ~YI-以において先生した磁イli ・ 糾の亡火， き Jliの ).It 以上の貸料に使1+1 し， 多数の 11 'Ii を i民放 っている剥l;J正以におい

任が11主にあるときは1'tま から f，'(jl金を徴収する。 その古11f t 全 ては ， 1't JI[r(，謀長締をl"ì al'6 しこの貨 'jlλì1l*， 'ill~Í/ i; 表を (iJ! }ij 1_ て 1 'í:'1' 

部を亡失せしめたときは桜イli1 枚につき 20，000 Pì ，縦 1 _，f;，:につ 中継状況をはJ/iしている 。

き 1 ，000 門とし， 1'í: ミiーが故意にき担i したときまたは過失により テレタイプを使JTI して列ボ正Ilh止の通報 {，c I ， う~においては ，

いちじるしくきJîlした場合には， iJíJ;fèの金制を限度として，き テレタイプーて'送受信するテIjJ l[に対する l'í: ' I [ 4_l結 11阪 Ji;;;l"の段式お

担1のむl主に応じて鉄道管沼!局長が1f tfl 'Miを算定し，貸主の同:広 よび5九記号与は，いずれも L貨物輸送川テレタイプ使JlJ手続1

を得てこれを徴収する。 で )JIJ途定められている。

}'( 11� JlI 1:宣布・ 綱事故件数表
H日和 29 - 31 "1'.)立

不 亡 北きl jFlL知th!?I E4|| 倣
お うた 通新進日五樋

i午 μf牛只 {'I ぬ 件 {'I' 1 {'I 件 日
数数数数数数数数数 数 数

29 2 131 24 291 4 221 408 464 131 11 6,193 6,655 
ト一一 」ー ト一一

30 121 121 
121 322 362 IC 21 6.192 6,545 

31 51 17: 6 201 307 401 11 21 3,43 3,768 

この規松はH自平~.1 23 ・ 11 の制定であり ，終戦後一般にこの僚の

資材が甚しく欠乏していたため亡火事以の発生が多く ， 1'Vドの

jlli川にも支障k来すおそれがある状態てdあった。(J'I' 谷忠雄)

かし 伊 ょうロ ー プ 貨車用ロープ 木材 ・ 竹.j;.j ~事の脱出また

は J I[ 問実iiのよ うなも;{釘!の tsそれのある貨物~無がい l't J I ' に f1{J放

して輸送する切合に，これが安全をはかるため{車川するロープ

をいう 。

l'~$;i(におレては 1'î ll iJ ll ロープーを準備 し無料で荷主に1t-'jー す る。

その腕僚は古くから輸送の安全と 耐久ブJを考え，マ ニラ府:製

fl) 1王 18mm 長さ 30m のものおよび長さ 15 m のものの 2fill飢が

備えられていた。長さ 30m のものは主として本州でJili fll され，

長さ 15 m のものは北海道において木材 liiiの械送に使川されて

いたが， ili川上のつごう 4こより長さ 15m のものは Ilf{平1112 年以

りで IW入を中 JIこし，以後jj.30 m のものが佼JII されている。

材質については殺JÌíH 主 7 ニラ府、災のものが{止川されたが，戦

ll!f ' .I"および戦後の数年IHjli マオラン j拘; ・ þ~jfli ' 大師l、 ・ 桑l皮~の

{~川繊w が使 JII され. 111'1和 25 "1'-以後はサイザノレ麻製のものを

{止)JJ してし、る。

1't ' l i JlJロー フ'の耐久力IHxlìíjは 2-3 ilーといわれ， 混在iill tFJ

' 1" のもの もほぼliiJ慌の InH久 }J をもっている。さらに耐久力の:Wt

加をはカ‘る ためIlii和 27 年位以降購入のものの 加にl坊腐処!'I!

を施した ものを{史 }IJ している 。

1'í:*川ロー 7'は 1'1)ド }II シートと 1 ， '1 じく '，:;~'Wl!!R を定めないで全

1:.1共通ilin l を行っていて，到活 ， (直川・ }済基t数等の国lからの報

告により 'fJJ合七のd山vをはかつている。

1'{lli)日ロープは国鉄所有ーのほか社有ロープおよび私有ロープ

がある。乙れらはM，í1. . 形状が輸送上安全と認められ，その上
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盗 不 L JきR jfEHL 1A1 4l 4f1i |l 迎扱 .rr 重量 t雪 ~< 

1'1 がL {'I 民 1'1 日 i午 ~-< 1'1 
数 数 数 数 数 数 数 数 数数 数 数数

102 81 147 266 3(j1 21 41 2,678 3,028' 624 

11 34 41 71 579 17 233 121 6 1,708 [,945, 854 

11 22 204 51 320 176 237 13 31 1,3311 1 日 1 762 

ハ ソ 7 繰 'IWJにおい ては ， 3?IJ f'f列 Jji.に辿結さ j している 11 111 を

ハ γ7 によりそれぞれの1'í:]l iの行先別に分解し ， 所定の線路に

収幸子し己れらの l'OFを順Jがよく集め I jili r.i~i順 Ji; の正しい子IjJj;_ を

組成する ι ととなるが， この子IJJドの分解作業はl見i係各掛L~が統

ー した('" .~をしなければその成~~は望めない。そ ι てー ('1可 決|見|係

員に到着子IjJjiの ìili r.叫日 L の/I~Í/ f; {，c知l らしめ， 子 IJ W分解 ('I， ;;r~の JI~iIi

を定める目的で列車分解表を作成するが，この子IJl l é分解表を作

成する場合には到着列車の1-'í: "'li述結/1凶作表によっている 。 ViHf

太次)

かし e わたし貨車渡 し (災) F , 0 , R, (frce on rail); F , 0 , T 

(free on lruck) 欽i(jを主と する際上Iill送による尚品の必n

契約のJ~À合にJlJ ， 、 られる坂口 l条件で，指定以の鉄道l'(J! é !1'lの状

態で'叉波しを光了する均合のッ'd''l:契約 )!LH o その本米の怠'!.j<(t

ッピ主がm'iîi !択に t':)l. て )'Uミの手町した1'í: ' I éに約定11hを依込む

ま でのいっ さいの t'(}I J と危険合.íHn し，了[主は11: )11の配慮に要

した~'i JlJと ，刈~Yr地点;までの五Jí .\'(その他のÿ'iJ1J を負担するもの

であるが， il'tì~，'上は到IJ ;['f以までの見Jí l止を必主が負担し，以後の

1'( Jji カ 白 らの l民品11 しゃll~終目的池までの~'i.川 右民主が負担する場

合にも IIJ\ 、られる。 通常こ の両者i .d:' 区別するため，前者を発)!R

オン ・ レーノ" ， 1{者 を li品R オー γ ・ レーノレ と n予んでいる。 F ， O ， R ，

1 工 イギリスにおけるJlJ語で，アメリカでは船積のj~合のm語た

る F ， 0 , B, (fl'ee on boa rd) をこの場合にも用いている。一一ふ

F, 0 , B,. (l ll 口3D

か じゅう 荷重 (災) load 附iE物に 1mわる各極の力。設計に

おいては各種の荷ill ''''組み合わせて，防造物に最大の彪緯を与

える 7Jj Lllの組合わせについて考えるのである。

土木~Y!i造物に 1mわる荷重にはつぎの各径のものがゐる。
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